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深
い
爪
痕
を
残
し
た

   

記
録
的
な
大
雨

　
停
滞
し
た
梅
雨
前
線
や
台
風
７
号
の
影
響

で
、
日
本
付
近
に
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
供

給
さ
れ
続
け
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年
７
月
５

日
か
ら
８
日
に
か
け
、
西
日
本
を
中
心
に
記

録
的
な
大
雨
が
降
り
ま
し
た
。

　
広
島
県
内
で
も
強
い
雨
が
続
き
、
気
象
庁

は
６
日
19
時
40
分
、
県
内
に
大
雨
特
別
警
報

（
浸
水
害
）を
発
表
し
ま
し
た
。そ
れ
を
受
け
、

市
は
市
内
全
域
に
避
難
指
示（
緊
急
）を
発

令
。最
大
で
約
３
，３
０
０
人
が
避
難
所
へ
避

難
し
ま
し
た
。

　
大
雨
に
よ
る
災
害
で
14
人
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
、３
，６
０
０
棟
以
上
の
建
物
が
被
災
し

ま
し
た
。
一
時
は
市
内
全
域
で
断
水
が
起
こ

り
、
道
路
や
鉄
道
も
寸
断
さ
れ
る
な
ど
、
平

成
30
年
７
月
豪
雨
は
私
た
ち
の
ま
ち
に
深
い

爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

問
危
機
管
理
課

　
☎
0
8
4
8・67・6
0
6
6

特集
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あの災害から１年
 ～平成30年７月豪雨から学ぶこと～

　
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
30

年
７
月
豪
雨
か
ら
間
も
な
く
１
年
が
経
過
し

ま
す
。
今
月
号
で
は
、
豪
雨
災
害
を
振
り
返

り
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害

に
、
ど
の
よ
う
に
備
え
れ
ば
良
い
の
か
を
考

え
ま
す
。

死者（災害関連死を含む） 14人
負傷者 10人
建物被害 浸水 2,928棟

土砂 682棟

その他被害
市管理道路 1,119カ所
市管理河川 491カ所
農業施設 1,422カ所

●市の被害状況（令和元年６月21日時点）



  

避
難
し
た
人
は
16
％

　
市
は
昨
年
９
月
、
市
内
に
住
む
20
歳
以
上

の
男
女
１
，
２
０
０
人
を
対
象
に
豪
雨
災
害

に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
あ
な
た
は
他
の
場
所
へ
避
難
を
し
ま
し
た

か
」と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
他
の
場
所
に
避

難
し
た
」と
回
答
し
た
人
は
７・７
％
、「
自
宅

や
職
場
な
ど
の
２
階
な
ど
高
い
と
こ
ろ
に
上

が
っ
た
」と
回
答
し
た
人
は
８・３
％
で
、
全

体
の
16
％
の
人
が
何
ら
か
の
避
難
行
動
を
取

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
一
方
避
難
し
な
か
っ
た
人
は
全
体
の
75・

４
％
。
避
難
し
な
か
っ
た
理
由
は「
自
宅・職

場
に
い
て
も
安
全
だ
と
思
っ
た
か
ら
」が
65・

４
％
と
１
番
多
く
、「
こ
れ
ま
で
避
難
を
し
た

経
験
が
な
か
っ
た
か
ら
」が
33・６
％
で
、
次

に
多
い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
し
再
び
豪
雨
が
ま
ち
を
襲
っ
た
場
合
、

あ
な
た
な
ら
ど
の
よ
う
に
行
動
し
ま
す
か
。

危
な
い
と
感
じ
た
ら
早
め
の
避
難
を

　
大
雨
や
台
風
な
ど
の
気
象
情
報
に
注
意

し
、
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
避
難
し
ま
し

ょ
う
。

　
災
害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
場
合
、
市
は

避
難
情
報
を
発
令
し
ま
す
。
避
難
情
報
や
同

時
に
お
知
ら
せ
す
る
警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
て

適
切
な
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い（
表
１
）。　

　
気
象
情
報
や
避
難
情
報
は
、
な
る
べ
く
複

数
の
媒
体
を
活
用
し
て
収
集
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
す
る
場
所
を
決
め
て
お
く

　
災
害
の
種
類
に
応
じ
て
、
避
難
す
る
場
所

を
事
前
に
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
市
が
指

定
す
る
避
難
所
だ
け
で
な
く
、
近
く
の
集
会

所
や
建
物
の
高
層
階
、
親
戚・知
人
の
家
な

ど
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
特
性
に
合

わ
せ
て
、
避
難
場
所
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

　
外
へ
の
避
難
が
難
し
い
と
感
じ
た
場
合
は
、

自
宅
の
２
階
や
崖
か
ら
離
れ
た
部
屋
な
ど
、

少
し
で
も
安
全
な
場
所
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
か
を
知
る

　
避
難
す
る
と
き
は
次
の
点
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

・非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意
し
、な
る
べ
く
２

人
以
上
で
明
る
い
う
ち
に
避
難
す
る

・運
動
靴
で
避
難
す
る

・川
や
用
水
路
な
ど
の
危
険
箇
所
を
避
け
、避

難
す
る

 情報発信の例　三原市内全域に警戒レベル４、避難勧告を発令しました。
 次の方法で避難情報・警戒レベルをお知らせします
 ●ＦＭ告知端末、市メール配信システム、市ホームページ、 テレビ、ラジオなど
 ●警戒レベル４の場合は緊急速報メール（エリアメール）でもお知らせします
　 　緊急速報メール（エリアメール）とは、特定地域の携帯電話・スマートフォン（au、
ソフトバンク、NTTドコモなど）に避難情報などを一斉に配信するサービスです。

表１　避難情報・警戒レベルととるべき行動

▲登録用２次元コード

警戒レベル とるべき行動 避難情報など

５ すでに災害が発生しています。命を守るための最善
の行動をとりましょう 災害発生情報（市が発表）

４　 速やかに避難所などの安全な場所へ避難しましょう。
避難所への移動が危ないと思われる場合は、近くの
安全な場所や自宅のより安全な場所に避難しましょう

避難勧告、避難指示（緊急）
（市が発令）

３　 高齢者や子ども、障害者などの避難に時間がかかる
人とその支援者は避難しましょう。それ以外の人は
いつでも避難できるように準備しましょう

避難準備・高齢者等避難開始
（市が発令）
洪水警報・大雨警報など
（気象庁が発表）

２ ハザードマップなどで避難行動を確認しましょう。
非常持ち出し品の確認をしましょう

洪水注意報、大雨注意報
（気象庁が発表）

１ 災害への心構えを高めましょう 警報級の可能性
（気象庁が発表）

高
い
　 
　
危
険
度
　 

　
低
い

あの災害から１年　～平成30年７月豪雨から学ぶこと～

市メール配信シ
ステムに登録を
避難情報などを
お知らせします。

3 広報みはら 令和元年7月号

全員避難

高齢者な
どは避難

【問】あなたは他の場所へ避難をしましたか
無回答  5.2％

自宅や職場などに
とどまった  75.4％

自宅や職場など
から他の場所に
避難した 7.7％

自宅や職場
などの２階
など高いと
ころに上が
った 8.3％

仕事などの
用事のため
ずっと三原
市外にいた
3.3％

※平成30年７月豪雨市民アンケートの結果から。
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自
分
自
身
や
家
族
で
守
る

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
か
ら
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、日
頃
か

ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。
備
え
が
十
分
に
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

非常食品
□飲料水（１人１日３ℓ）
□ 加熱が不要な食品（缶
詰、乾パン、チョコ
レートなど）

生活用品
□毛布　　　　　　　　　　　
□タオル　　　　　　　　　　
□歯ブラシ・歯磨き粉　　　　
□厚手の手袋　　　　　　　　
□ライター・マッチ　　　　　
□缶切り・ナイフ　　　　　　　
□携帯トイレ　　　　　　　　
□マスク

衣類
□下着・靴下
□防寒着・雨具
救急用品
□ 救急セット（ばんそ
うこう・消毒液）
□常備薬・持病の薬
貴重品
□現金
□預金通帳
□印鑑
□ 健康保険証・運転免
許証

避難用品
□懐中電灯
□ラジオ
□乾電池
その他
□携帯用カイロ
□ 生理用品・幼児用
　品など（必要に
　応じて）

●非常持ち出し品を準備する
　最低３日間は生活できるように、非常持ち出し品を準備しましょう。家庭では１週間分
を目安に飲食料を備蓄しておきましょう。

●危険箇所や避難場所を確認する
□ ハザードマップなどで自宅、近所、職場
　などの危険箇所や避難場所を確認している
□  家族で避難場所や災害時の連絡方法などを決めている

知っていますか災害用伝言ダイヤル「１７１」
　災害用伝言ダイヤルは、災害時に親族や知人らに安否を
知らせるためのサービスです。「１７１」に電話して、案内
に従い操作すると伝言の録音や再生ができます。

●地震の発生にも備えておく
　家具などの転倒・落下の防止、ブロック塀などの点検や
改修をしておきましょう。

　
第
二
中
学
校
で
は
全
学
年
の
生

徒
が
、
授
業
で
防
災
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。
毎
年
秋
に
は
学
校

と
地
域
が
合
同
で
防
災
キ
ャ
ン
プ

を
開
催
。
生
徒
た
ち
は
避
難
訓
練

や
避
難
所
の
運
営
を
体
験
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
人
と
一
緒
に

災
害
か
ら
身
を
守
る
方
法
を
身
に

付
け
ま
す
。

　
昨
年
の
豪
雨
災
害
の
と
き
は
、
自
分
が

で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
友
人
と
一

緒
に
給
水
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
し

た
。
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
人
の
た
め
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
、
よ
か
っ
た
で
す
。

▲ 昨年の防災キャンプで災害用マン
ホールトイレの使い方を習う生徒たち

生徒会長
手
て
嶋
しま
悠
はる
都
と
さん（三年生）

子どもたちも学んでいます　防災のこと

▲ HPの２次元コード

できている項目に
□チェックしてみましょう。

ゝ

● ハザードマップは市
HPで見ることができ
ます

4令和元年7月号 広報みはら



地
域
で
守
る

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、公
的
機
関
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
刻
を
争
う
状
況
で
、
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
、
防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

  

自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る

  

自
主
防
災
組
織

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
連
帯
感
の
も
と
、
町
内
会
や
自
治
会

な
ど
の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
で
結
成
す
る
の

が
、
自
主
防
災
組
織
で
す
。

　
現
在
市
内
に
は
１
２
５
の
自
主
防
災
組
織

が
あ
り
、平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
と
き
に
は
、

避
難
の
誘
導
や
避
難
所
の
運
営
な
ど
で
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
自
主
防
災
組
織
の
主
な
活
動
に
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

  
あ
な
た
の
地
域
で
も
作
り

  
ま
せ
ん
か
自
主
防
災
組
織

　
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
を

め
ざ
す
町
内
会・自
治
会
向
け
に
、出
前
講
座

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

申   

危
機
管
理
課（
☎
０
８
４
８・67・６
０
６
６
）

豪
雨
災
害
を
き
っ
か
け
に

   

自
主
防
災
組
織
を
設
立

●災害時情報伝達・
　　収集訓練を実施
　ＦＭ告知端末やＦＭみはら（87・
４MHz）、市内58カ所に設置して
いる屋外スピーカーを利用した訓
練を実施します。訓練放送に応じ
て、災害時の情報収集の方法を
確認してみましょう。
時６日（土）９時から10分間程度
※警報が発表された場合は中止。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
学
ぼ
う
―

市
民
防
災
の
集
い
を
開
催

時
６
日（
土
） 

10
時
〜
12
時

※
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
中
止
。

所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

内　●
黙
と
う

●
基
調
講
演

　
演 

題
／
講
師　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災

害
等
の
気
象
状
況
か
ら
命
を
守
る
行
動

を
考
え
よ
う
／
気
象
予
報
士　
勝
丸
恭

子
さ
ん

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
テ 

ー
マ　
効
果
的
な
避
難
情
報
伝
達・

避
難
行
動
の
促
進
を
図
る
た
め
に

　
出 

演　
県
立
広
島
大
学
教
授　
江
戸
克

栄
さ
ん
、
市
内
防
災
関
係
団
体
代
表

者
ほ
か

定
４
０
０
人（
申
し
込
み
不
要
）

問
危
機
管
理
課（
☎
０
８
４
８・67・６
０
６
６
）

　
豪
雨
災
害
か
ら
間
も
な
く
１
年
が
経
過

し
ま
す
。
市
で
は
当
時
の
災
害
対
応
に
つ

い
て
検
証
し
、
改
善
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。中
で
も
情
報
収
集･

発
信
体
制
の

整
備
と
、
地
域
防
災
力
の
強
化
の
２
点
に

つ
い
て
、重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
情
報
収
集・発
信
体
制
の
整
備
で
は
、市

民
や
各
種
団
体
と
連
携
し
た
情
報
収
集
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

避
難
情
報
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
、
三
原
テ
レ
ビ
や
Ｆ
Ｍ
み
は
ら
と
の

連
携
を
強
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生

か
し
た
情
報
発
信
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
防
災
力
の
強
化
で
は
、
地
域
に
職

員
を
派
遣
し
て
出
前
講
座
を
行
い
、
自
主

防
災
組
織
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
が
な

い
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
設
立
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
災
害
へ
の
備
え
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
み
ん
な
で
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

三原市危機管理監
　　小

こさこ
迫祥
しょうご
吾

宮沖四丁目町内会
　会長　冨

とみながまさかず

永正和さん

あの災害から１年　～平成30年７月豪雨から学ぶこと～

　今年の５月に自主防災組織を
立ち上げました。きっかけは豪雨
災害でした。地域の高齢化が進む
中、昨年のような災害が発生した
とき、どう対応し、どのように避
難すればよいかを地域全体で考
え、備えておく必要があると感じ
ました。町内会の皆さんの関心も
とても高く、役員のサポートもあ
ったので、スムーズに設立するこ
とができました。今後は市の出前
講座を活用した防災知識の共有
や、避難訓練などに取り組んでい
きたいと思います。

【
平
常
時
】

・防
災
知
識
の
習
得

・危
険
箇
所
の
把
握

・防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

・防
災
訓
練
の
実
施

・公
的
機
関
と
の
連
携

【
災
害
時
】

・情
報
の
収
集・伝
達

・避
難
の
誘
導

・避
難
所
の
運
営

・初
期
消
火

・応
急
救
護

参加費
無料

災
害
に
強
い
ま
ち
へ

5 広報みはら 令和元年7月号


	1907mihara-p02-03特集
	1907mihara-p04-05特集

